
DrawingObjectProperty
図面要素プロパティでの選択と適用

　図面要素の種類を選択。
　"+Ctrl"や"+Shift"で複数
選択が可能。

　設定した条件に合致する
　エンティティを選択します。

レイヤーを選択。
図面に設定されている
レイヤーを読み込んで
リストアップします。

　選択対象の範囲をチェック。
　ビューは複数選択可能。

既存の要素を選択して
クリックするとその色を
読み取って設定します。

　図面要素の色を選択。
　「全て選択」の場合
　全ての色から選択。

R/G/B の数値で色を設定。
「色を指定」を選択すると
背景色で表示します。

N 2020.08.08 ・旧「DrawFilter」から名前を変えてアップデートしました。

・選択フィルターだけでなく、選択した要素のプロパティを一斉に設定出来るようにしました

・記述言語を、VSTA から VBA に変更しました。

・インターフェースをWindows Form から PropertyManagePage に変更しました。

・図面要素の種類を追加しました。

・色の設定方法を変更しました。投影エッジからも要素色を読み取れるようにしました。

・線の太さとフォントも、図面の設定を読み取るようにしました。

※　アノテートアイテムは「線の太さ」と「線のフォント」の
影響は受けません。設定しても全て選択されます。

　選択範囲にシートフォーマットを
　含む場合チェック。

線の太さを選択。
図面に設定されている
太さ寸法を読み込んで
リストアップします。

　設定したプロパティを選択中の
エンティティに適用します。

選択フィルターと同じく、変更後
の各プロパティを設定します。

※　アノテートアイテムは「要素の色」と
「レイヤー」のみ、スケッチブロックは
「レイヤー」のみが適用されます。

線のフォントを選択。
図面に設定されている
フォントを読み込んで
リストアップします。


